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このガイドの目的

2022年夏、電波法に関する制度が改正され、日本国内で802.11ah規格の
無線が使えるようになります。
11ahは新しい規格であることから、ご採用にあたり情報が不足しがちな状
況です。このガイドは、下記の方々へ11ahの採用検討の助けとなる情報を
提供します。

【対象者】
• 11ah対応製品を活用した無線通信をご検討のユーザー
• 11ah対応製品を活用したシステム構築をご検討のインテグレータ
• 11ah対応機器の商品化をご検討のメーカ・ベンダー

以降のシートでは、下記アイコンで対象を提示しています
ユーザー・インテグレータ向け情報 ：
メーカ・ベンダー向け情報 ： M/V

U/I
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11ahの特徴

はじめに11ahの特徴を下記にあげます。

1. Wi-Fiの伝送エリアが大きく拡大

2. 端末・アクセスポイント・クラウドまでエンドエンドで
利用者が自由にネットワークを構築

3. フルオープン・デファクトスタンダード企画の
IP通信に対応したWi-FiベースのLPWA

4. 画像や映像の送受信にも活用ができる
数Mbps程度のスループット

【さらに詳しい情報】
https://www.11ahpc.org/11ah/index.html

U/I M/V



2022 Copyright 802.11ah Promotion Council

4

11ahを使うための条件

M/V

U/I

11ahを使うためには、次の条件が整う必要があります。

・電波法令（無線設備規則）の改正
11ah の無線装置を国内利用できるようにする制度改正
⇒2022年夏に施行される見込み

・改正された電波法令に準拠した認証取得
商用化する各製品について認証取得が必要
⇒認証機関での試験の受入れは制度改正後の早い時期に
整う見込み

・利用者による機器の自由な設置、運用
認証取得済み機器がメーカから出荷された後に市場で購入
⇒2022年夏以降の早い時期より購入できるようになる見込み

（参考）制度の概要（登録証明機関一覧）
https://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/equ/tech/
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11ahが使えるようになる予定

M/V

U/I
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直近で製品化が予定されている機器の例 U/I V

３モード対応ゲートウェイ

高感度カメラ

アクセスポイント・ブリッジ

無線モジュール・開発キット
■無線LANモジュール（⽇本モデル）
品番：SX-NEWAH(JP)

■評価キット
品番：SX-NEWAH-EVK(JP)

■アクセスポイント／ブリッジ（⽇本モデル）
品番：AP-100AH(JP)/ BR-100AH(JP)
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測定ツール I

フィールドでの電波環境確認ツールとして次のような機器があります。

RF SCOPE による測定例 RF Explorer による測定例

＊本内容は各メーカからの情報にもとづき掲載していますが、なんらAHPCにて保証するものではありません。
ご採用にあたりましては利用目的に合致しているかを含め、十分な確認をお願いいたします。
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製品化フロー M/V

11ah機器を製品化する際に必要な概略フローを示します。
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11ah 対応無線機器の商品化に関わる認証

•工事設計認証 製品の一般販売にあたり取得必要な
無線認証
＊認証済み無線機を組み込んでいれば、
機器での認証取得は不要

•技術基準適合証明 機器単体毎に取得する無線認証
＊試作機、少量生産向け

• Wi-Fi CERTIFIEDTM 異なる機器間の無線LAN相互接続性を認定

M/V

11ah機器を製品化する際の認証類を示します。
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認証機関一覧

技術基準適合証明、および工事設計認証の実施機関を示します。

これら機関は国内の機関、海外の機関があります。
認証機関の一覧は下記に記載があります。
https://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/equ/tech/

802.11ah 規格に対応した製品は相互接続性について
Wi-Fi CERTIFIED HaLowTMの認定を受けることができます。
試験機関の一覧は下記に記載があります。
https://www.wi-fi.org/ja/node/63

M/V



2022 Copyright 802.11ah Promotion Council

11

無線チップメーカ一覧

NEWRACOM, INC.
所在 25361 Commercentre Drive

Suite 200
Lake Forest, CA 92630, United States

＊AHPCでの実証実験により、フィールドでの通信検証に
使用した無線チップのメーカを掲載しています。

M

11ah対応無線チップメーカを下記に示します。
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ご参考情報

•書籍
プライベートワイヤレスネットワーク入門
Wi-Fi6、802.11ah、ローカル5G徹底解説

• 11ah関連ニュース
AHPC Web サイト
https://www.11ahpc.org/

• ユースケース
https://www.11ahpc.org/pdf/usecase.pdf

U/I M/V
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製品例(無線モジュール) M/V

次のような11ah関連デバイスの製品化が検討されています。

＊本内容は各メーカからの情報にもとづき掲載していますが、供給性、性能、国内法への適合等を含め、なんらAHPCにて保証するものではありません。
製品化にあたりましては、ご採用者様での十分な確認をお願いいたします。
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製品例(開発キット) M/V

＊本内容は各メーカからの情報にもとづき掲載していますが、供給性、性能、国内法への適合等を含め、なんらAHPCにて保証するものではありません。
製品化にあたりましては、ご採用者様での十分な確認をお願いいたします。
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製品例(AP・ブリッジ・GW) U/I V

＊本内容は各メーカからの情報にもとづき掲載していますが、供給性、性能、国内法への適合等を含め、なんらAHPCにて保証するものではありません。
製品化にあたりましては、ご採用者様での十分な確認をお願いいたします。
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製品例(カメラ) U/I V

＊本内容は各メーカからの情報にもとづき掲載していますが、供給性、性能、国内法への適合等を含め、なんらAHPCにて保証するものではありません。
製品化にあたりましては、ご採用者様での十分な確認をお願いいたします。
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製品例(その他) U/I V

＊本内容は各メーカからの情報にもとづき掲載していますが、供給性、性能、国内法への適合等を含め、なんらAHPCにて保証するものではありません。
製品化にあたりましては、ご採用者様での十分な確認をお願いいたします。


